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帰国年月日 / Date of Return     2019 年  5 月  16 日 (YYYY /MM/ DD) 

経路（復路） / Route (Return) マニラ→福岡 

 

3．留学費用について / Expenses 
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5．生活等について / Lifestyle 

（１）留学先の住居について / Accommodation  

住居の種類   

Type of Accommodation 

☒大学の寮 / University Dormitory  □アパート / Apartment   

□その他 / Others（     ） 
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（6）学内外の施設・設備環境について（インターネット環境含む） 

/ Available Resources (Library, Cafeteria, Campus Wi-Fi, etc.  ) 

キャンパス内の建物はWi-Fi が利用可能。 

（7）現地学生や地域との交流について（どのような，機会・きっかけがありましたか？） 

     / Communication with Local Students and People (Available Opportunities?) 

向こうの文化交流サークル・トモカイのメンバーと language buddy として交流があった。 

（8）習慣やマナーの違いによる対人関係等，注意すべきこと / Care and Attention regarding Customs and Manners 

人前でフィリピン人を注意したり、怒ったりすることは良くない。 

（9）日本から持っていくべきもの，持っていくべきでないもの / What Should You Bring? What Should You NOT Bring? 

青汁。味噌汁は暑いので飲む気にならなかった。 

（10）その他生活等に関して参考となる情報・アドバイス / Other Useful Information and Advice about Life Abroad 

 

6．帰国後の進路について / Your Career After Study Abroad  

卒業予定年月  

Expected Graduation 

Month and Year 

   2021 年 / year 3 月 / month   

（当初の卒業予定年月 / Expected Month and Year before Studying Abroad        

2020 年 / year  3 月 / month） 

卒業が遅れる見込みの場

合，その理由 

Reason for Extension of 

Graduation Month and 

Year? 

□４年次に留学したため / Participation in HUSA during 4th Year 

☒単位不足のため / Amount of Credits  

□新卒で卒業するため / In order to graduate as a “new” graduate 

□その他 / Others（具体的に / Specific reason:       ） 

現在の状況および今後の

予定・進路等  

Current Situation, Plan 

and Career 

教育実習に向けて準備中 

就職活動や留学前の単位

取得，教育実習等について

の工夫  

Pre-arrangement by yourself 

for your future job hunting, 

acquisition of credits of 

required courses and 

practicum, etc. 

取れる単位は留学前にとっておくことをおすすめする。 

 

7．後輩へのメッセージ / Message for Outgoing Students who Desire to Study Abroad 

留学中は楽しいことばかりではないが、自分のためになるものなので、ぜひ挑戦してみてください。 
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9．自由記述（日本語・1,200 字程度）/ Feedback (English about 600 words) 

 

フィリピンでの留学を終えて、まず一安心したというのが正直なところです。このフィリピンでの長期留学は本当

に辛かったです。家族友達に会えないしんどさというよりかは食事面での要因が大きかったです。フィリピンの米は

日本のものと違いパサパサで乾燥していて不味く、慢性的な夏バテにより食べる量も激減したことも手伝い、最終的

には体重が４，５キロ落ちていました。また、個人的な理由で緊急帰国しなければならないときもありその時は本当

にメンタルがボロボロでした。しかし、肉体的にも精神的にも厳しい留学でしたが、留学当初の目標に掲げていた人

間としての成長はできたと思います。右も左も分からない外国の地で自分一人で一年間生きていけたことは、自分に

とって大きな自信になりました。まさに教育で目指すべき“生きる力”が身についたと思います。 

他にも、文化の違いや貧困差をこの目で実際に見ることができたというのも大きな経験になりました。大学のキャ

ンパス内のArea2 というレストラン街にてさえも貧しい子どもたちがお金をせがんでくるのです。貧しい子どもは学

校に通うお金が工面できず、まともな教育を受けられないまま成長していきます。そして親と同じ仕事をしてその日

生きていけるだけのお金を稼ぐのです。トライシクルドライバーの子どもはトライシクルドライバーに、物乞いの子

どもは物乞いにしかならないのです、なれないのです。教育を受けていないことで視野が狭まり選択肢が減り負の連

鎖が続いていっているのが現状でした。教育に携わりたいと考えている身からしてより一層教育の重要性に気づくこ

とができました。日本では考えられないようなことが普通に向こうでは起こっていたのです。当たり前のことが当た

り前でないということに気付け、今生きているこの一瞬一瞬を大切にしていこうと思えるようになりました。 

私は今回HUSA で留学に行けて本当に良かったと思います。言語的なことももちろんですが、人間的な成長が一番

の収穫だと思います。知らない人と母語ではない言語でコミュニケーションをとりともに生活をし、違いを感じると

ともに、人間としての本質は日本人と何ら変わりなく同じであると分かりました。この経験を活かし、人間性豊かな

魅力のある教員になりたいと思いました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


